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特集

死を前にした人に私たちが 
できること
多死社会を迎え、住み慣れた自宅や介護施設で、人生の最終段階を
迎えた人と誠実に関わることが求められています。単なる励ましが通じ
ない看取りの現場にあって、一部のエキスパートだけでなく、関わるすべ
ての人が「自分がその人に何ができるか」ということを言葉にし、実践す
るためには何が必要なのでしょうか？
本特集では、書籍『死を前にした人にあなたは何ができますか？』（医学
書院、2017）で取り上げられている「苦しむ人への援助と5つの課題」を
もとに具体的な関わり方を解説し、その関わり方を使って、実際の事例
で実践者たちが何をどのように行なったのかを紹介します。また、現場
での看取りに対する苦手意識が、この援助方法を学んだことでどのよう
に変わったのかについて、座談会を通して語っていただきます。

【座談会】苦しむ人にどう向き合うか
看取りに苦手意識をもっていた私たちが、 
それでも関わり続けられる理由 
◉津野采子・高橋美保・相田里香　[司会]小澤竹俊

死を前にした人にあなたは何ができますか？ 
◉小澤竹俊
【死を前にした人に私たちができること】
小児がん終末期の男児と家族の事例◉白山宏人
未治療ALSの妻と夫の事例◉相田里香
終末期にあることを受け入れられなかった事例 
◉結城光
重度の認知症の女性が、最期の2週間を家族と 
過ごされた事例◉津野采子

年 月号

※一部変更となることがあります。

藤沢病院に伺った際、私も伊藤
恒子さんのフットケアを体験しま

した。履いている革靴が原因でできた
（？）魚の目、肥厚した爪へのケアに
加え、マッサージまで。一連のケア
は満足度が高く、ケア中に披露され
る皆さんの話術に心のコリもほぐされ
ます。「フットケアは、心温まる“ホット
ケア”なんだ」という三浦和子さんの
言葉に納得の取材となりました。 
●取材を終えると、帰りはすっかり
夜。岩手県一関の路面は雪こそな
かったものの、そこかしこで凍結して
います。慣れぬ冬の峠道のドライブ
はヒヤヒヤもの。この日、取材から帰
り道まで、ドキドキしっぱなしの1日と
なりました。…小池

人とおしゃべりしていると、「課題
として意識化される前にそれが

解消され、同時にようやくそれが課題
だったと気づく」という体験をします。
Co—Minkanプロジェクトの取材をし
て、「あの体験はこれだったのか！」と
思いました。●「可能性志向型」の支
援といえば、グラミン銀行などのマイ
クロファイナンスやビル・ゲイツの養
鶏業支援などを思い出しますが、よく
考えれば「その人のもつ可能性や力
を引き出す」というのはまさに在宅看
護ですよね。まちづくりと在宅看護の
新しい接点をまた1つ見つけた気が
します。…栗原
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